
交

感

一

脚

経

系

統

ノ

手

術

後

、

「

ア

ド

起
ル
血
管
ノ
愛
化
－
一
就
テ

交
感
神
経
節
欣
索
切
除
後
．
弁
一
一
、
コ
レ
ニ
加
フ
ル
ニ
動
脈
外
国
交
感
紳
経

切
除
術
チ
施
セ
シ
後
、
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
一
注
射
一
一
因
リ
テ
起
ル
血
管
ノ
愛
化

レ
ナ
リ

ン
L

注
射
ニ
凶
リ
テ

笠
公
一
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o
r
o『

〈。『

U
E

－e『信
回
目
向
。
ロ
品
。
『
町
田
｛
。
一
ぬ
0

4
。
E

。－wmw『
忠
一
。
問
。
ロ

ω冨
ω〕
『
呂
田
高
神
宮
2
r
o
E
Z
O『
〈
⑦
田
昌
ω芯
冨
・
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色
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ロ
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内
四
回
同
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回
一
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悦
m
A
3－N
e
L
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n
r
何一回
ω唱
叫
ん
昨

N
E岡
山
町
三
冨
〉
島
『
O
E
w一一回

B
m
g
r
m
M『昌司
m
E
r
e
r
g
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冒
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g
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H
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L
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回
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回
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宮
古
田

ロ
史
ur

京
都
帝
同
大
聞
か
陵
町
内斗
部
病
理
製
品
帆
室
血
ユ

整
形
外
科
皐
教
室

醤

事

士

寺

内

逸

人

第
－
章

第
二
章

第
一

節 目

攻緒

言

研
究
方
法

貨
験
成
績

頚
部
交
感
紳
経
節
吠
索
切
除
後
、
「
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
」
ヲ
反
復
注
射
セ
シ
場
合

一

頭
部
交
感
榊
経
筒
状
索
、
並
－
一
、
総
頚
動
脈
外
間
交
感
紳
純
切
除
後
、
「ア

一

レ
ナ
リ
ン
」

7
反
復
注
射
セ
シ
場
合

第
三
章

第

一
節

捕時
括
並
ニ
考
察

頭
部
安
感
紳
絞
節
欣
索
切
除
後
、

『
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
」
ヲ
反
復
法
射
セ
シ
揚

第
二
節

合頭
部
炎
感
神
経
節
状
索
、
並
ニ
、
崎
明
頚
動
脈
外
園
交
感一
柳
経
切
除
後
、「ア

ド
レ
ナ
リ
ン
」
ヲ
反
復
注
射
セ

シ
場
合

論

第
二
節

ド

第
四
章

女

献結

第
四
巻

F『

原

著
｝ 

寺

内

（
信
用
車
凧
貌

＝
一＝
一）



第
四
倉

F『

原

善
、同企

寺

内

四

（
第
去
就

三
四
）

緒

嚢
ユ
余
A
、
交
戚
神
経
系
統
手
術
後
、
動
物
－
ニ
ー
ア
ド
レ
ナ

p
y
」
ヲ
反
復
注
射
ジ
ア
、
其
配
下
ノ
血
管
獲
化
ヲ
研
究
ス

Y

A
、
健
常
動
物
－
－

於
ア
草
ユ
交
戚
神
経
系
統
手
術
ガ
血
管
ニ
及
ポ
ス
影
響
ヲ
検
索
ス

Y
ヨ
リ
モ
、
現
今
盛
ン
ζ

論
究
サ
レ
ヅ
、
ア

Y
臨
床
的
交
戚
紳
経
系
統
手
術

二
割
ジ

a

プ
意
義
深
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
動
脈
癌
ノ
成
因
苛
ノ
考
究
ス

Y
上
－
一
モ
重
要
ナ
Y

ヲ
論
ジ
、
コ
レ
ガ
質
験
的
研
究
ノ
議
備
ト
シ
ア
、
先
グ
、

軍
ニ
交
戚
紳
鰹
節
扶
索
切
除
、
並
－
二
』
ア
ド

v
ナ

y
ン
」
ノ
反
復
注
射
－
一
因

y
－プ起
Y
血
管
獲
化
－
一
就
ア
叙
ペ
タ
η
ノ。

＋ノ
V

バ
、
本
文
－
一
A

、
頭
部
交
戚
紳
鰹
節
拭
索
ヲ
切
除
セ

Y
動
物
ュ
反
復
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
ヲ
注
射
シ
ア
、
其
配
下
ノ
血
管
－
一
起
Y
麓
化
ヲ

遁
プ
Y
ト
共
ニ
、
夏
一
一
、
血
管
－
一
到
Y
交
戚
神
経
ヲ
完
全
－
一
一
遮
断
セ
ン
ガ
震
メ
、
交
戚
紳
鰹
節
扶
索
切
除
品
加
ブ
Y

－
一
、
総
頚
動
脈
外
国
交
戚

神
経
切
除
ヲ
施
ジ
タ
M
F

後
、
「
ァ
ド
レ
ナ
η
ノ
ン
」
ア
反
復
注
射
ジ
ア
、
葉
末
梢
部
一
一
起
Y
血
管
鍾
化
ヲ
モ
記
サ
ン
ト
欲
ヌ
。

第

一

章

研

究

・

方

法

貸
験
動
物
ト
シ
テ
ハ
家
兎
ヲ
用
ヒ
、
頭
部
交
感
紳
終
筒
状
索
切
除
、
並
ユ
「
ア
ド
レ
ナ
一
ル
剥
離
で
灰
白
色
ノ
外
股
ガ
会
ク
除
去
セ
ラ
レ
テ
帯
紫
赤
色
／
中
膜
筋
暦
ヲ
露
出
シ
、
該

リ
ン
」
注
射
／
方
法
ハ
、
前
記
諸
笈
験
ト
同
様
ナ
ル

ガ
故
－
一
英
託
事
ヲ
省
略
ス
。

只
動
脈
一
部
ρ

附
近
ヨ
リ
相
富
太
サ

ヲ
増

z

－z－Z
7税
度
ト
セ
リ
。
術
後
ハ
、
眼
験
結
膜
ノ
充
血
、

外
間
交
感
紳
絡
切
除
術
品
就
テ

一
言
セ
ン
て
前
記
ノ
知
キ
方
法
ヲ
以
テ
、
先
ヅ
交
感
紳
一
耳
殻
血
管
ノ
綴
張
及
ピ
瞳
孔
ノ
縮
小
等
＝
披
u
y

テ
、
手
術
ガ
目
的
ノ
知
タ
行
ハ
レ
タ
ル
ヲ

緩
筒
状
索
ヲ
切
除
シ
タ
ル
後
、
環
状
軟
骨
三
回
開
サ
ヨ
ロ
ニ
糠
中
槌
側
＝
於
テ
、
線
頚
動
脈
一
確
メ
タ
ル
モ
ノ
ノ
ミ
Z

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
法
射
ヲ
施
シ
タ
ル
幕
、
前
詑
貸
験
ト
同
様
＝

ノ
外
膜
ヲ
約
了
五
梅
雨
「
ピ
ン
セ
ッ
ト
」
ユ
テ
剥
離
シ
切
除
セ
リ
。
而
シ
テ
此
際
－
一
於
ケ
一
シ
テ
、
榛
木
ノ
製
作
及
ピ
組
織
的
検
資
等
モ
総
テ
前
方
法
ニ
準
ズ
。

第

二

章

責

輪

戚

積

第
一
節
頚
部
交
戚
紳
鰹
節
紙
索
切
除
後
、
「

7
Fレ
ナ
リ
ン
L
ヲ
反
復
活
射
セ
シ
場
合

第
一
項
心
臓
反
ビ
大
動
脈
ノ
霊
化

心
臓
。
卒
均
重
量
ハ
八
・
四
支
ユ
シ
テ
、

コ
レ
ト
平
均
憾
章
ト
ノ
比
三
・
六
八
ヲ

、

健

常

勤

一

三

主

ト
シ
テ
左
室
ノ
肥
厚
セ
ル
ヲ
知
ル
。

物
Z

於
ケ
ル
二
・
四
八
、
及
ピ
車
＝
交
感
一
脚
経
筒
状
索
切
除
ヲ
施
セ
－
v
場
合
ノ
ニ
・
八
二
一
一

一

大
動
脈
。
約
牛
数
例
一
一
於
テ
種
々
ノ
程
度
＝
硬
化
シ
、
甚
シ
キ
モ
ノ
ハ
駆
ヲ
加
7

レ，
ハ

比
綾
ス
レ
パ
頗
ル
大
ナ
ル
ガ
歓
品
、
木
賞
験
ノ
結
果
、
心
臓
ハ
甚
シ
ク
肥
大
セ
ル
ヲ
知
ル
。
一
音
ヲ
俊
ス
。
内
面
－
－
ハ
叉
種
々
ノ
税
皮
／
凹
凸
並
－
一
灰
白
色
粟
粒
大
ノ
斑
飴
ヲ
一
ポ
シ
、
殊

而
シ
テ
、
友
室
前
壁
中
央
ノ
厚
サ
ハ
卒
均
四
・
八
粍
＝
シ

テ
、
是
レ
叉
他
ノ
ニ
群
ユ
於
ケ

ル

一
＝
大
動
脈
起
始
部
及
ピ
弓
部
－
一
テ

ハ
、
動
脈
痛
吠
－
一

全
暦
ノ
外
方
－
一
膨
陵
セ
ル
モ
ノ
ア
リ
。

平
均
凶
・
一
粍
及
ピ
四
・
一
粍
＝
日
比
シ
相
常
大
ナ
レ
ド
モ
、
右
室
ノ
厚
サ
ハ
然
ラ
ザ
ル
ガ
故
一

A
1
固
定
等
ヲ
一
括
シ
テ
表
示
ス
レ
パ
突
／
知
ン
。

言
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一、（〕七
、

八
七
（
右
小
）
一
口
、
一
九

口、六回

口、一回

Cコ

口、一型車

。
、
全
一
O

ギ
ニ
ム
有
小
〉
一
口
、
一
室
。
、

。
、
完
一
一
一
六
、
一
六
（
右
小
）
一
。
、
一
六
五
一
口
、

。、
A
A
一一－
o
d
o（
有
小
）
一
。
、
一
回
ん
一
（
〕
、
玉
川

一

、

熱

頚

動

脈

。

一

手
術
側
線
頚
動
脈
ノ
内
径
平
均
ハ

0
・
八
八
戸
一
シ
テ
、
コ
レ
ヲ
健
常
動
物

f
0
・
八
五
一

粍
＝
比
シ
、
殆
ド
織
主
化
ナ
夕
、
非
手
術
側
ノ
平
均
ハ
了
一

O
粍
－
一
シ
テ
、
コ
レ
叉
「
ア
ド
一

レ
ナ
リ
ン
」
注
射
ノ
ミ
施
セ
シ
例
ユ
於
ケ
ル
ト
殆
V
等
シ
。
故
－
一
、
頭
部
交
感
紳
終
鈎
吠
一

索
切
除
後
「
ア
ド
レ
ナ

p
y
」
ヲ
反
復
法
射
ス
ル
時
ハ
、
手
術
側
血
管
ハ
他
側
－
一
比
シ
テ
撹

張
甚
ダ
タ
夕
、
殆
ド
擦
張
ヲ
一
京
サ
ズ
。
而
シ
テ
、
雨
側
問
ノ
差
ハ
平
均
二
0
4
N
ナ
レ
ド
モ
、

最
初
大
＝
シ
テ
次
第
一
一
減
少
ノ
傾
向
ヲ
一
京
ス
。

中
腹
ハ
雨
側
共
－
ニ
肥
厚
シ
、
而
モ
日
ヲ
経
ル
品
従
ツ
テ
其
度
増
加
セ
り
。
単
品
質
数
f

借
用
問
答

F『

原

事、4

五

（
第
畠
早
競

三
五
）



第
四
谷

，...‘ 原

内

箸

・4
寸

ミ
一
一
テ
ハ
左
右
ノ
大
小
論
ジ
難
キ
モ
、
一
O
o
J
以
上
ノ
相
塗
ア
ル
モ
ノ
、
ミ
＝
就
テ
考
フ

レ
バ
、
手
術
側
ニ
テ
厚
キ
モ
ノ
多
夕
、
差
ノ
卒
均
モ
四
・
O
五
%
ヲ
世
界
z
o
品
問
ホ
此
差
モ
最

初
ノ
例
－
一
於
テ
大
－
一

シ
テ
、
日
ヲ
絞

ル

ニ
低
ツ
テ
儀
小
ト
ナ
ル
傾
向
ヲ

一
市
ス
。

二
、
耳
動
脈
。
内
径
ρ

雨
側
共
＝
健
常
動
物
品
比
シ
著
シ
タ
扱
大

t
p。
而
シ
テ
、
左
右

／
足
ハ
線
頚
動
脈
－
一
於
ケ
ル
知
タ
明
瞭
ナ
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
手
術
側
一
一
テ
却
テ
小
ナ
ル
モ
ノ

多
夕
、
平
均
内
径
モ
亦
倣
小
ナ
ガ
ラ
然
ル
ガ
放
－
一
、
線
頚
動
脈
ユ
於
ケ
ル
ト
同
様
ノ
結
果

第
三
項
血
管
壁
ノ
組
織
盤
的
型
化

各
例
昌
一
於
ケ
ル
拙
営
化
ヲ

一
括
シ
、
品
同
ホ
非
手
術
側
ノ
措
密
化
ハ
単
－
一
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」

注
射
7
施
セ
シ
前
漣
ノ
賞
験
＝
於
ケ
ル
ト
大
同
小
異
ナ
ル
ガ
放
ュ
、
是
ニ
就
テ
ハ
省
略

シ
、
上
心
ト
シ
テ
手
術
側
＝
ノ
ミ
就
テ
詑
シ
、
必
要
品
際
・／

テ
他
側
ノ
帥
礎
化
ト
比
較
調
照

ス
ベ
シ
。

一
、
機
額
動
脈
。

内
附
腕
。
手
術
後
十
三
日
ノ
例
品
於
テ
ハ
、
非
手
術
側
一
一
テ
内
被
細
胞
核
一
少
部
分
－
一
テ

増
加
セ
ル
モ
ノ
ア
リ
シ
ガ
、
手
術
側
－
一
テ
ハ
何
等
ノ
著
境
7
認
メ
ズ
。

中
膜
。
筋
繊
維
絞
ハ
、
最
初
、
非
手
術
側
－
一
テ
ハ
、
前
述
ノ
知
タ
中
膜
内
層
一
一
テ
核
ノ

膨
大
及
ビ
「
ピ
ク
ノ

1
ゼ
ー
等

γ
沼
ム
ル
モ
、
手
術
側
－
一
テ
ハ
著
鑓
ナ
シ
。
然
レ
ド
モ
、
九

日
以
後
非
手
術
側
筋
繊
維
核
ノ
再
生
ヲ
見
ル
＝
至
レ

バ、
手
術
側
＝
テ
モ
、
主
ト
シ
テ
巾
膜

／
外
層
Z

テ
、
・
少
冊
以
ノ
核
ハ
肥
大
シ
、
且
ツ
回
錐
形
、
短
困
銭
形
及
ピ
短
紡
銭
形
等
ノ
モ
ノ

ご
筒
ヅ
、
種
々
ノ
程
度
二
一
扱
嫡
シ
テ
、
核
ノ
直
接
八
月
裂
ヲ
思
ハ
シ
ム
ル
モ
ノ
ア
リ
。
次
デ

非
手
術
側
－
一
テ
、
核
ガ
，
次
第
二
大
サ
ヲ
減
ジ
テ
殆
ド
欝
態
一
一
復
ス
レ
パ
、
手
術
側
＝
於
テ

モ
其
ノ
大
サ
殆
ド
尋
常
ト
ナ
ル
。
而
シ
テ
、
此
部
分
Z

ハ
佐
和
締
織
ノ
冊
唱
繍
ハ
認
メ
ザ
ル
ガ

故
＝
、
設
分
裂
核
ハ
達
付
加
織
細
胞
ノ
増
税
ヲ
一
ホ
ス
モ
ノ
ユ
非
ズ
シ
テ
、
筋
繊
維
ユ
麗
ス
ル

世
帯
明
臨
時
ナ
リ
。
以
上
プ
要
ス
ル
て
手
術
側
ガ
他
側
二
比
シ
テ
持
異
ナ
ル
ハ
、
最
初
ノ
妓

化

μタ
鰹
度
一
一
シ
テ
、
「
ア
ド
レ
ナ

H
ン
」
一
一
株
有
ナ
ル
血
管
轡
化
ヲ
畢
セ
ザ
ル
ユ
ア
リ
o

mカ
繊
維
モ
、
非
手
術
側
一
一
テ
ハ
、
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ヲ
反
復
注
射
セ
シ
例
ユ
於
ケ
ル
ガ
知

夕
、
時
期
－
二
4
H
テ
種
々
ノ
健
化
ヲ
認
メ
タ
レ
ト
モ
、
手
術
側
＝
テ
ハ
、
最
初
ヨ
リ
強
キ

（
第
六
仏
磁

ヱハ）

ヲ
一
京
セ
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ
。
然
レ
ド
モ
、
雨
側
間
ノ
差
ト
時
間
ト
ノ
間
一
一
ハ
特

殊
／
闘
係
認
メ
難
シ
。

中
膜
／
厚
サ
モ
、
雨
側
企
ハ
一
一
一
健
常
動
物
－
一
於
ケ
ル
ヨ

P
モ
精
増
加
セ
ヲ
。
而
シ
テ
、
左

右
ノ

草
川
ハ
、
貧
放

－一テ
ρ

手
術
側
＝
テ
小
ナ
ル
例
多
夕
、
平
均
値
骨
亦
小
ナ
レ
ド
モ
、
輔
開
準

差
ナ
ル
一
O
%
以
上
ノ
差
ア
ル
モ
ノ
ハ
左
右
同
数
例
－
一
テ
、
何
レ
ガ
大
ナ
リ
ヤ
剣
定
シ
難

夕
、
従
ツ
テ
時
間
的
＝
モ
何
等
斡
殊
／
闘
係
認
メ
一
フ
レ
ズ
。

強
化
ハ
認
メ
ラ
レ
ズ
、
ロ
ハ
紛
伸
展
シ
テ
細
小
ト
ナ

P
、
各
層
ノ
距
隊
接
近
セ
ル
モ
ノ
ア
ル

ノ
ミ
一
一
シ
テ
、
日
ヲ
経
凶
作
＝
従
ヒ
伸
展
モ
消
失
シ
テ
殆
ド
健
態
－
一
復
セ
ロ
。
格
子
状
繊
維

モ
亦
非
手
術
側
－
一
テ
て
最
初
会
府
ユ
豆
り
、
殊
二
内
層
－
一
テ
疎
カ
繊
維
／
雨
側
－
－
ア
ル

モ
ノ
ハ
伸
展
シ
、
其
閑
隊
一
一
ア
リ
テ
綱
絡
状
組
織
ヲ
形
成
セ
ル
吻
合
校
モ
非
常
一
一
減
少
シ
、

殆
ド
染
着
セ
号
レ
ザ
ル
モ
ノ
ア
レ
ド
モ
・
二
十
日
以
後
三
主
レ
パ
、
外
暦
Z

テ
ハ
却
テ
吻

合
枝
ノ
場
結
ヲ
来
シ
、
変
ユ
H
H
7
終
レ
パ
、
内
麿
モ
硝
ド
常
態
三
復
ス
ル
／
ミ
ナ
－ニ
ズ
昨
吋

ユ
ハ
増
穏
セ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
、
外
臨
眉
／
時
哨
殖
ρ

盆
々
強
ク
ナ
レ

p
。
然
ル
て
手
術
側
－
一

テ
ハ
力
、
ル
著
鑓
無
夕
、
ロ
ハ
内
層
ニ
テ
依
ユ
吻
A
W
伎
ノ
減
少
7
B
t
ス
ル
部
分
ア
ル
ノ
ミ
ナ

レ
バ
、
恢
復
乃
平
守
山
崎
哨
同
地
モ
非
手
術
側
ヨ
リ
早
期
一
一
開
始
シ
、
十
三
日
／
例
－
一
テ
ハ
阪
＝
全

部
三
旦
り
テ
限
度
－
－
崎
明
確
ヲ
来
シ

9
リ
。
此
際
殆
ド
常
－
－
、
暗
唱
同
地
問
何
度
ガ
外
側
三
分
ノ
ニ

ノ
部
－
－
－
T
強
キ
悠
ア
ル
ハ
他
側
ト
同
様
ナ
り
。
以
上
ノ
外
、
石
灰
沈
者
及
ピ
細
胞
浅
川
等

ヲ
市
ホ
セ
ル
モ
ノ
ハ
少
シ
モ
存
セ
ズ
。

外
股
。
外
股
／
厚
サ
ハ
雨
側
問
＝
大
差
ナ
夕
、
只
了
日
ノ
非
手
術
側
一
一
テ
結
締
織
／
水

腫
扶
Z

膨
大
セ
ル
ヲ
見
9
ル
ノ
ミ
。
探
カ
総
維
モ
、
中
膜
＝
於
ケ
ル
如
ク
縫
化
／
差
著
明

ナ
ラ
ズ
、
最
初
手
術
側
品
テ
伸
展
ノ
皮
粉
弱
キ
ノ
ミ
ニ
テ
、
日
ヲ
抑
制
レ
パ
雨
側
間
稼
度
品

伸
展
ヲ
一
京
λ

＝
五
リ
、

峰雄

＝
ハ
同
竹
ニ
復
古
市
ス
。
門
家
血
管
内
膜
／
肥
厚
セ
ル
モ
J

ハ
雨

側
何
レ
一
一
モ
無
シ
。
英
内
部
カ
板
ハ
、
悶
側
共
一
一
半
数
例
以
上
－
一
テ
伸
展
シ
テ
狭
細
ト
ナ

リ
、
時
ニ
染
者
不
充
分
ノ
モ
ノ
ア
レ
ド
モ
、
雨
側
問
＝
特
異
ノ
発
可
メ
難
夕
、
日
ヲ
経
レ

バ
4
4

ハ
一
一
伸
展
度
減
少
ス
。
是
＝
反
シ
テ
外
脱
－
－
於
ケ
ル
細
胞
浸
、
判
ぐ
手
術
側
孟
テ
輪
車
引



シ
夕
、
非
手
術
側
－
一
テ
ハ
、
第
一
例
＝
於
一
ア
外
股
／
周
透
部
て
所
々
多
核
白
血
球
及
ピ
小

閲
形
細
胞
浸
潤
ヲ
見
タ
ル
ノ

4
ナ
レ
ド
モ
、
手
術
側
ユ
於
テ
ハ
、
第
一
、
第
一
一
、
第
問
、

第
五
及
ピ
第
八
例
ニ
テ
、
主
一
一
自
家
血
管
或
ρ

神
経
ノ
周
間
二
種
々
／
程
度
ノ
多
核
白

血
球
及
ピ
小
図
形
細
胞
ヲ
見
9
リ。

二
、
耳
動
脈
。

内
膜
ハ
、
第
十
及
ピ
第
十
一
例
一
三
於
テ
、
内
一
夜
細
胞
ガ
一
部
分
或
ハ
全
部
品
一
円
一
リ
テ
、

精
増
加
セ
シ
ノ
ミ
。

中
膜
ニ
テ
ハ
、
雨
側
北
ハ
約
半
数
例
ニ
於
テ
筋
繊
維
核
蛇
行
状
ニ
一
海
州
シ
、
殊
ユ
内
崎
一
『

テ
強
ケ
レ
ド
モ
、
左
布
及
ピ
時
間
ト
ノ
閥
旦
ハ
特
殊
ノ
閥
係
認
メ
錐
シ
。
蛾
カ
繊
維
及
ピ

格
子
状
繊
維
ハ
、
左
右
北
ハ
＝
著
副
賞
ナ
シ
。

外
務
ニ
於
テ
つ
弾
力
繊
維
雨
側
共
－
一
伸
展
シ
テ
狭
小
ト
サ
レ
ド
モ
、
雨
側
／
問
ユ
ハ

著
シ
キ
差
ナ
ク
、
時
ヲ
終
レ
バ
仲
良
度
減
少
ノ
傾
向
ヲ
一
市
シ
、
細
胞
浸
潤
其
他
／
措
型
化
号

町内叫
メ
ラ
レ
ズ
。

第
二
筒

頚
部
交
威
紳
鰹
節
朕
索
並
－
－
綿
頚
動
脈
外
国
交
戚
神
経
切
除
後
、

「

7
Fレ
ナ
リ
ン
」
ヲ
反
復
注
射
セ
シ
場
合

第
二
唄

心
臓
反
ビ
大
動
脈
ノ
饗
化

心
臓
ノ
平
均
重
盆
ハ
八
・
九
五
ニ
シ
テ
、
コ
レ
ト
平
均
特
賞
ト
ノ
比
問
・

0
7
、
健
常
動
物

－
一
於
ケ
ル
二
・
四
八
、
及
ピ
阜
品
交
感
一
刑
終
節
吠
索
切
除
ヲ
施
セ
シ
場
合
／
二
・
八
ニ
ュ
比

較
ス
レ
パ
、
甚
ダ
大
ナ
ル
ガ
故
－
一
、
本
質
験
ノ
結
果
心
機
ハ
甚
シ
ク
肥
大
セ
ル
ヲ
知
ル
。

而
シ
テ
、
友
室
前
壁
中
央
ノ
厚
サ
ハ
平
均
四
・
八
粍
品

シ
テ
、
，
レ
亦
他
ノ

二
群
ユ
於
ケ
ル

平
均
凶
・
一
及
ピ
則
・
一

mm
－
一
比
シ
相
常
大
ナ
レ
ド
モ
、
右
宰
一ρ
然
一
フ
ザ
ル
ガ
放
－
一
、
士
山
ト

シ
テ
友
室
／
肥
厚
セ
ル
ヲ
知
作
。

第
二
項

血
管
臆
反
ビ
中
膜
ノ
厚
サ

一
、
総
頚
動
脈
内
股

ハ
、
第
九
例
－
一

テ
異
常

－
－
大
ナ
ル
ガ
如
キ
モ
、
試
ミ
ユ
コ
レ
ヲ

－a

庖
大
／
動
物
－
一
換
算
ス
レ
パ
、
常
態
ノ
大
イ
サ
ユ
略
等
シ
ャ
ャ
ガ
放
て
雨
側
企
ハ
一
一
最
初

精
擬
大
ス
レ
ド
モ
、
時
ヲ
料
ル
一
一
従
ツ
テ
常
態
－
一
復
ス
ル

7
知
ル
0

・
次
ニ
雨
側
／
抜
大
度

ヲ
比
較
ス
ル
一
一
、
多
ク
ノ
場
合
手
術
側
一
一
テ
小
一
一
シ
テ
、
官
』
’
平
均
値
モ
非
手
衡
側
一
一
比
シ

一
二
・
八
川
町川
小
十
リ
。

中
膜
ノ
厚
サ
ハ
、
其
平
均
値

0
・
一
関
ニ
粍
（
有
）
及

V
・
一
例
六
粍
（
左
）
Z

逢
ス
ル
ガ
故

品
、
常
態
／
平
均
値
一U
・
一
一
五
一
粍
＝
比
較
ス
レ
バ
、
相
常
－
一
肥
厚
セ
ル
ヲ
知
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

第
四
巻

F「

原

著...... 

寺

内

大
動
脈
ρ

、
約
牛
数
例
ニ
於
テ
種
々
ノ
程
度
＝
硬
化
シ
、
甚
シ
キ
モ
／
ハ
陵
ヲ
加

7ν

バ
音
ヲ
俊
ス
。
内
而
－
一
ハ
叉
種
々
／
程
度
／
凹
凸
並
一
一
灰
白
色
斑
お
7
示
シ
、
殊
ユ
起
始

部
及
ビ
弓
部
等
＝
ハ
、
動
脈
癒
状
一
一
外
側
－
一
向
ヒ
膨
隆
セ
ル
部
分
ア
リ
。
叉
第
九
例
ユ
於

テ
ハ
、
弓
部
ヨ
リ
下
行
大
動
脈
ユ
移
行
ス
ル
部
分
ノ
内
膜
－
一
、
横
－
－
迭
ル
裂
創
ア
リ
テ
凝

血
侵
入
く
剥
離
性
動
脈
痛
ヲ
形
成
セ
ル
ヲ
見
タ
リ
。

芳
、
時
ト
北
ハ
－
一
英
皮
ヲ
増
ス
傾
向
ヲ
示
ス
。
次
ユ
南
側
ヲ
比
較
ス
ル
－
一
、
多
ク
ノ
場
合
、

手
術
側
ニ
テ
薄
ク
、
其
平
均
値
モ
他
側
－
一
比
シ
テ
ご
・
七
三

μ
小
ナ
レ
ド
モ
、
健
常
動
物
－
一

於
テ
モ
力
、
ル
科
度
ノ
差
ハ
認
メ
タ
ル
ガ
故
ニ
、
果
シ
テ
手
術
側
＝
テ
肥
厚
ノ
度
少
キ
ヤ

否
ヤ
ハ
明
言
シ
難
シ
。

二
、
耳
動
脈
。
内
組
＝
於
テ
ハ
成
績
直
々
－
シ
テ
、
其
平
均
値
モ

0
・
二
五
粍
（
右
）
及

ピ
0
・
ニ
こ
粍
（
左
）
ト
ナ
ル
ガ
故
－
一
、
コ
レ

ヲ
健
常
動
物
ノ
平
均
値
し
・
一
九
粍
孟
比
較
シ

相
常
三
増
加
セ
ル
モ
、
ヨ
ノ
増
加
ト
時
間
ト
／
問
＝
ハ
特
別
ノ
閥
係
認
メ
難
シ
。
手
術
側

七

（
第
六
明
波

三
七
）



第
問
答

F『

1J.. 

著
』d

寺

内

i¥ 

（
第
品事
故

ノ司、
、．〆

戸
他
側
－
一
比
シ
平
均
値
＝
テ
ハ
一
三
・
六
三
%
大
ナ
レ
ド
モ
、
非
手
術
側
一
一
テ
相
常
大
ナ
一

ル

モ

ノ

モ

存

ス

ル

ガ

放

て

果

シ

テ

何

レ

ガ

大

ナ

ロ

ト

モ

確

定

シ

難

シ

。

一

中
膜
ノ
厚
サ
ハ
、
平
均
値

0
・
一
一
七
粍
（
右
）
及
ピ

0
・
一
二

O
粍
（
左
）
ナ
レ
パ
、
健
常
勤
一

物
ニ
於
ケ
ル
平
均
値

0
・
一
粍
一
－
比
較
シ
精
増
加
ス
レ
ド
モ

、

コ
レ
ト
時
間
ト
ノ
間
二
ハ

一

何
等
特
殊
ノ
関
係
認
メ
ラ
レ
ズ
。
次
Z

雨
側
ヲ
比
較
ス
ル
ュ
、
例
＝
ヨ
リ
テ
奥
日
、
平
均

値
モ
僅
カ
ユ
ニ
・
六
六
%
ノ
相
違
－
一
シ
テ
、
新
カ
ル
穆
度
ノ
差
ρ

健
常
動
物
－
一
一
於
一
ア
モ
存

セ
シ
ガ
故
－
一
、
其
大
小
ヲ
論
ジ
難
シ
。

今
是
等
ヲ
表
示
兄
レ
パ
次
ノ
如
シ
。

第

五

表

頭
部
交
感
紳
約
節
紋
索
及
ピ
維
頚
動
脈
外
間
交
感
紳
抑
制
切
除
（
右
）
ヲ
施
シ
タ
ル
後
、
「
ア
l

レ
ナ
リ
ン
」
ヲ
反
復
注
射
セ
シ
例

ー一
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血
管
壁
ノ
組
織
撃
的
饗
化

前
詑
同
様
宇
一ト
シ
テ
手
術
側
ノ
境
化
＝
就
テ
網
括
的
ユ
叙
ベ
、
必
要
エ
服
ジ
テ
他
側
ト
一

比
較
ス
ル
所
ア

凡
ベ

ン

。

一

一
、
線
頚
動
脈
c

手
術
側
内
膜
ρ

、
第
一
例
－
一
テ
約
牛
周
三
旦
リ
斡
皮
－
一
、
第
九
例
－
一
一

第
三
項

於
テ
会
周
エ
百
一
リ
強
ク
肥
厚
シ
、
第
一
一
一
例
－
一
テ
ハ
内
放
細
胞
殆
ド
金
問
－
一
一
回
一
リ
テ
ニ
屠
ト

十
リ
タ
レ
ド
モ
、
非
手
術
側
－
一
ア
リ
テ
モ
、
第
九
例
一
一
テ
一
部
分
終
皮
－
一
肥
厚
シ
、
是
等

肥
厚
部
－
一
テ
ハ
巳
ニ
揮
カ
繊
維
ノ
印
刷
キ
モ
ノ
、
暦
状
叉
ρ
網
叫
肌
－
一
新
生
セ
ル
ヲ
見
9
9
0



中
腹
筋
繊
維
ハ
、
非
手
術
側
ニ
於
テ
ハ
、
前
詑
非
手
術
側
／
場
合
ト
同
様
品
、
最
初
内
一

層
ユ
テ
核
ノ
膨
大
乃
至
消
失
著
明
ナ
レ
ド
モ
、
日
ヲ
終
ル
品
従
ツ
テ
外
屋
川
核
ハ
肥
大
シ
、

一

分
裂
＝
ヨ
リ
テ
奮
態
－
一
復
シ
、
日
〈
第
六
例
＝
於
テ
ハ
、
内
層
ノ
核
減
少
部
－
一
テ
筋
繊
維
自
一

己
モ
染
著
セ
ズ
、
組
織
ハ
品
川
施
様
感
ア
リ
。
女
二
十
術
側
－
一
於
テ
モ
殆
γ

同
機
関
税
皮
ノ
幾
一

化
ヲ
曇
シ
、
十
一
日
進
ハ
主
ト
ジ
テ
内
暦
て
核
ノ
膨
大
、
頼
性
利
吠
崩
煉
及
ピ
消
失
等
ア
リ
c

一

殊
＝
著
境
部
－
一
テ
ハ
筋
繊
維
自
己
毛
亦
機
染
シ
、
或
ハ
「
エ
オ
ヂ
ン
」

T
T染
者
セ
ザ
レ
ド

一

モ
、
其
後
ハ
核
肥
大
シ
、
夫
デ
分
裂
ニ
ヨ
リ
新
生
シ
テ
奮
態
ニ
近
プ
ケ
ヲ
。
然
レ
ド
モ
、
一

命
第
九
例
（
術
後
五
十
四
日
〉
一
一
テ
モ
、
所
々
ユ
強
ク
肥
大
セ
ル
核
7
竣
存
シ
、
叉
第
五
例

ユ
於
テ
ハ
二
三
巨
大
細
胞
ヲ
認
メ

9
H
内
海
カ
繊
維
モ
亦
雨
側
始
ト
同
様
ノ
拙
礎
化
ヲ
嬰
シ
、

始
メ
ハ
一
般
＝
伸
展
シ
テ
波
紋
タ
夕
、
繊
細
ト
ナ
リ
テ
接
近
シ
、
或
ハ
阻
列
不
規
則
ト
ナ

リ
、
吻
合
枚
モ
減
少
シ
、
部
分
一
－
ヨ
リ
テ
ハ
染
者
不
頁
ト
ナ
リ
タ
レ
ド
モ
、
十
二
日
以
後

－
二
主
レ
バ
多
ク
F

例
z

於
テ
雨
側
共
－
一

一健
常
－
一
一
復
セ
リ
。
叫
帽
子
状
繊
維
ノ
鑓
化
－
一
就
テ

モ
、
雨
側
間
品
大
差
ヲ
認
〆
」
ズ
。
卸
チ
、
最
－
初
ハ
綱
絡
状
組
織
減
A
V

シ
、
殊
ユ
内
側
三
分

J

一
－
一
テ
甚
シ
ケ
レ
下
モ
、
十
二
日
後
ニ
ハ
己
ユ
常
態
－
一
復
シ
、
十
三
日
ノ
例
－
一
テ
ハ
却

テ
粉
綱
絡
吠
組
織
ノ
増
加
7
示
ス
部
分
ア
リ
。
叉
十
五
日
／
例
ユ
於
テ
ハ
、
内
四
分
ノ
一
－
－

第
三
章

穂
括
並
エ
考
察

テ
ハ
倫
ホ
綱
絡
状
組
織
減
少
ス
レ
ド
モ
、
外
側
凶
分
ノ
三
－
－
テ
ハ
増
植
ヲ
一
不
シ
、
以
後
ハ

左
右
共
常
三
堵
稽
ヲ
墨
シ
、
而
モ
日
ヲ
絞
ル
孟
従
ツ
テ
ム
刑
叫
ん
吋
増
加
／
傾
向
ア
リ
。
此
外
、

中
践
ユ
ハ
石
灰
沈
者
及
ピ
其
他
ノ
著
獲
ナ
カ
リ
キ
。

外
膜
四
時
カ
繊
維
／
幾
化
モ
亦
、
雨
側
－
一
テ
略
同
様
－
一
シ
テ
、
最
初
ハ
伸
展
シ
テ
繊
細
ト

ナ
リ
、
吻
合
校
モ
減
少
ス
レ
ド
モ
、
十
二
日
以
後
ュ
・
至
レ
パ
著
鐙
ナ
夕
、
只
第
六
例
／
雨

側
ト
第
九
例
／
手
術
側
二
期
カ
ル
後
化
ヲ
認
メ
担
ル
ノ
ミ
ナ
リ
。
自
家
血
管
／
内
膜
＝
ハ

肥
厚
ヲ
認
メ

9
ル
モ
ノ
ナ
夕
、
内
灘
カ
板
ハ
雨
側
共
約
牛
数
例
－
コ
於
テ
、
伸
展
シ
－
T
波
紋

減
少
ン
繊
細
ト
ナ
ヤ
ル
モ
ノ
ア
リ
タ
レ
ド
モ
、
時
ヲ

Mm
ル
ト
共
工
鰐
態
＝
復
セ
ン
ト
ス
ル

傾
向
ヲ
示
セ
リ
。
細
胞
浸
潤
ハ
、
第
一
例
及
ピ
第
七
例
／
手
術
側
－
一
於
テ
、
小
図
形
細
胞

性
ノ
モ
ノ
ヲ
斡
皮
－
二
認
メ
タ
ル
ノ
ミ
。

二
、
耳
動
脈
。
内
膜
ハ
、
第
九
例
ユ
於
テ
雨
側
共
ユ
何
常
ニ
肥
厚
シ
、
強
力
繊
維
モ
一
院

－
－
新
生
セ
シ
ガ
、
其
他
／
例
昌
一
於
テ
ハ
著
費
ヲ
認
メ
ズ
。
中
膜
z
於
テ
モ
、
第
一
例
及
ピ

第
二
例
ユ
テ
、
筋
繊
維
附
枚
方
雨
側
共
一
一
蛇
行
状
－
一
曲
リ
、
第
九
例
ノ
手
術
側
筋
繊
維
核
モ

同
様
／
鑓
化
7
曇
セ
シ
外
、
著
鑓
ヲ
認
メ
ズ
。
外
膜
－
一
テ
ハ
、
一
陶
側
共
－
一
約
牟
数
例
一
一
テ
、

強
カ
繊
維
伸
展
シ
繊
細
ト
ナ
ル
ヲ
見
タ
ル

f
、、。

第

－

節

頚

部

交

感

神

経

筒

蹴

索

切

除

後

、

「

ア

ド

レ

ナ

リ

ン

」

ヲ

反

復

注

射

セ

シ

場

合

内

陸

A

最
初
両
側
共
ニ
一
増
大
セ
シ
ガ
、
日
ヲ
経
M
Y

ユ
従
ヒ
其
度
減
少
ジ
ア
復
奮
－
一
向
ヒ
、
又
雨
側
－
一
一
於
ケ
w
y
慌

張

度

A

手
術
側
－
一
－
プ
著
シ
ク

小

ナ

戸

ガ

故

て

最

初

ノ

差

A

大

ナ

レ

ド

モ

漸

衣

減

少

セ

η
ノ
。
而
シ
ア
、
軍
－
ニ
ハ
全
域
神
経
節
朕
索
切
除
或
A

「
ア
ド
レ
ナ
η
ノ
ン
」
注
射
ノ
ミ
ユ
国

9
4プ
毛
、
血
管
腔
A

最

初

著

ジ

ク

増

大

シ

、

日

ヲ

経

w
y

ユ

従

ツ

ア

業

度

減

少

ジ

来
U

F

A

前
編
－
一
ア
既
－
一
論
ジ
タ
グ
’
ガ
故
－
一
、
本
質
験
－
一
於
ケ
U
F

非
手
術
側
ノ
慌
張
ニ
就
－
7
A
最
早
ヤ
賛
言
ノ
要
ナ
キ
モ
、
手
術
側
－
一
－
7
A
、
斯
カ

Y

血

管

陸

横

張

ヲ

来

タ

ス

ペ

キ

原

肉

的

要

約

重

復

セ

Y
J刃

故
ニ
、
他
側
－
一
比
シ
葉
度
強
カ
ラ
ン
ト
考
へ
－
プ
M

戸
、
毛
．
事
貫
ノ
全
然
是
－
一
反
セ
ジ
A

甚

ダ

興

味

ア

M
F

事
ト
謂
フ
ベ
ジ
。

一
九

O
一
年
『

E
－
Z
4

一
側
ノ
ト
．
頭
神
経
節
ヲ
切
除
セ

Y
猫
二
，
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ヲ
注
射
シ
ァ
、
該
側
涙
腺
ノ
分
泌
他
側
ヨ

9
M盛
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、

第
四
巻
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箸
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第
凶
品
世

F『

原

著

寺

内

11!-1 

0 

（第
’V
枕

凶

O
〉

ナ
Y
ア
見
u
v
d
d
N

、
コ
λ

偶
肱
官
現
象
ナ

y
ペ
し
V

ト
－
プ
特
一
一
、
佳
意
ス

y
ト
コ
ロ
無
カ
叶
y

キ
。
然
W
F

－
二
九

O
五
年
、
］
山
ニ

作
用
ト
交
戚
締
経
ト
ノ
開
係
ヲ
論
ジ
－
プ
日
ク
、
交
戚
紳
経
節
前
織
維
一
一
U
J

－
ア
障
梼
ヲ
出
《
－
ブ
ン
カ
、
業
配
属
下
ノ
平
滑
筋
A

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
－
一

四
日
ノ
ア
鋭
敏
－
一
牧
縮
ス

Y
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其
作
用
で
水
績
シ
、
交
戚
紳
鰹
節
後
繊
維
ノ
障
碕
ノ
際
－
一
A

、
此
作
用
A

一史
－
一
明
瞭
ナ
リ
ト
主
一
後

ピ
門
一
二
三
Z
Z
2
2
4
2
一
三
等
A

、
家
兎
ノ
一
側
上
頭
紳
経
節
及
ピ
大
耳
神
経
ノ
一
部
分
ヲ
切
除
セ

Y
後
、
「
ァ
ド
レ
ナ

y
ン
」
ノ
作
用
ヲ
観
察
セ

ジ
ニ
、
手
術
後
十
一
日
迄
λ

此
部
分
A

常
ニ
最
大
ノ
牧
縮
性
ヲ
楼
揮
セ

y
。
叉
－
J

J

E

f

A

、
蛙
ノ
腰
薦
部
紳
鰹
叢
ヲ
通
過
ス

Y
血
管
神
経
ヲ
切

断
ス
山
戸
時
A

、
後
肢
血
管
二
最
初
ノ
数
日
間
A

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
－
一

N
y
慌
張
セ
ラ
山
戸
、
毛
、
時
日
ヲ
経
過
ス
レ
バ
却
ア
他
足
ノ
封
照
健
常

血
管
ヨ
η
ノ
モ
師
、
ク
牧
縮
セ
ラ
Y

、
事
ア
リ
ト
言
ヒ
、
更
－
一
、
最
近
早
川
氏
A

、
家
兎
一
側
ノ
上
頭
紳
嬬
節
及
ピ
大
耳
紳
経
ノ
一
部
ヲ
切
除
シ
、

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
L
ヲ
静
脈
内
ニ
注
射
セ
シ
ニ
、
業
作
用
A

術
後
三
日
迄
A

左
右
－
一
於
－
プ
差
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
爾
後
漸
衣
手
術
側
一
一
ア
強
グ
而
カ
モ

永
ク
持
績
ス
M
Y

ヲ
見
、
一
乃
至
三
週
間
ニ
シ
ア
箕
極
－
一
連
γ
、
更
－
一
時
日
ヲ
経
過
ス
レ
バ
却
－
ア
不
明
瞭
ト
ナ

Y

7
見
タ

y
。
サ
レ
バ
是
等
質

験
的
臨
床
上
ノ
所
見
ヲ
綜
合
シ
考
察
ス
レ
バ
、
交
戚
紳
鰹
切
除
部
－
一
於
ア
「
ア
ド
レ
ナ
ソ
ン
」
ノ
作
用
ノ
他
部
－
一
比
シ
強
ク
且
ヅ
持
績
的
ナ
Y

A

殆
ド
疑
無
キ
所
ニ
シ
ア
、
要
つ
該
作
用
ノ
費
現
時
期
及
ピ
其
持
績
期
間
ノ
決
定
－
一
ア
リ
ノ
。
而
シ
ア
、
斯
カ
戸
現
象
ヲ
病
理
組
織
準
的
方
面
ヨ

リ
ノ
読
明
セ
ン
ト
セ
シ
者
未
ダ
存
セ
ザ
U
F
J

ガ
故
－
一
、
余
A

自
ク
得
タ
Y
賓
験
成
績
ヲ
基
礎
ト
ジ
－
プ
コ
レ
ガ
批
判
ヲ
試
、
U

シ
ト
欲
ス
。

却

w
－
プ
、
余
／
質
験
－
一
一
於
－
Y
A
、
「
ァ
ド
レ
ナ
ク
ン
」
注
射
直
後
姥
死
セ
シ
モ
ノ
ト
否
ト
ニ
論
ナ
ク
、
血
管
内
経
』
常
二
手
術
側
ニ
－
ア
小
ナ
レ
ド

モ
、
コ
レ
ヲ
常
態
ノ
内
筏
－
一
比
較
ス
レ
バ
、
最
初
A

南
側
共
－
一
憤
大
シ
、
而
カ
モ
手
術
側
ニ
ア
其
度
小
ナ
Y
ヲ
知
Y
ガ
故
－
一
、
ョ
ノ
結
果
ヨ
ソ

観
レ
バ
、
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ノ
作
用
A

交
戚
紳
経
切
断
－
一
向
9
4プ
却
ア
薄
弱
ト
ナ
リ
ク

Y
ガ
如
ジ
。
蓋
シ
よ
削
編
－
一
－
ア
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ヲ
反

復
注
射
ス
山
戸
時
A

、
純
一
興
動
脈
内
径
バ
最
初
増
加
ス

Y
ヲ
遁
イ
タ
レ
バ
ナ

y
o
従
ッ
ァ
、
此
所
見
A

前
記
諸
氏
ノ
貴
験
結
果
ト
示
盾
セ
U
F

ガ
如

キ
モ
賞
A

然
ラ
ズ
。
今
柳
、
其
然
M
F

所
以
ヲ
論
ゼ
ン
ト
ス
。

抑
モ
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ガ
血
管
－
一
割
シ
ア
、
末
梢
性
牧
縮
作
用
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
鱗
張
作
用
ヲ
モ
有
ス

Y

A
航
知
ノ
事
質
ニ
ジ
ア
、

rfz向。

レ
バ
、
血
管
A

「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
一
一
由

y
－
プ
先
グ
牧
縮
シ
、
長
時
間
或
A

多
量
ノ
作
用
ァ
受
ク
山
戸
時
A

、
局
所
A

却
ア
旗
張
ス

Y
モ
ノ
ニ
シ 醸



ァ
、
是
レ
牧
縮
紳
経
ノ
麻
庫
二
基
閃
ス
土
一一口
ヒ
、
余
モ
亦
「
ア
ド
レ
ナ
9
ン
」
注
射
後
、
家
兎
耳
動
脈
A

先
グ
蓮
－
一
牧
縮
ス

Y
ヲ
目
撃
セ
シ
ガ
故

－
一
、
血
管
ガ
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
－
一
由

y
－7
先
グ
牧
縮
ジ
後
－
一
蹟
張
ス
U
Y

モ
事
質
ナ

y
。
而
シ
ア
、
該
牧
縮
A

交
戚
紳
経
末
梢
－
一
蓮
績
セ

Y
所
謂

出

3
5
5・P｝

JEEr己
ノ
刺
戟
－
一
因
Y

モ
ノ
－
一
－
ア
、
此
部
分
A

他
部
－
一
比
較
シ
ア
抵
抗
大
ナ
U
Y

ガ
故
－
一
、
余
ノ
賓
験
－
一
－
ア
先
グ
交
戚
紳
経
ア

切
断
U
J

然
Y
後
「
ア
ド
レ
ナ
p
y
L
ヲ
注
射
ス
レ
バ
、
雨
側
ノ
血
管
A

先
グ
牧
縮
ス
レ
ド
モ
、
其
作
用
A

手
術
側
－
一
ア
強
ク
且
ッ
永
績
ジ
、
他
側

ノ
交
成
神
経
ガ
麻
揮
等
ノ
原
因
－
一
ヨ

y
－
ア
牧
縮
止
ミ
、
既
ニ
憤
張
期
－
一
入
ラ
ン
ト
ス
UF

－
一
常
リ
ア
、
向
幾
分
牧
縮
作
用
残
存
セ

Y
ガ
故
－
一
、
競

張
度
小
ナ
M
F
A

営
然
ナ
リ
ノ
。
向
ホ
、
手
術
ノ
際
副
交
戚
紳
経
叢
モ
亦
或
程
度
ノ
障
碍
7

R
－z
ケ
b
F
Y
7

以
－
プ
、
是
ガ
血
管
蹟
張
ヲ
小
ナ
－
プ
ジ
ム
UF

事
ノ
可
能
ヲ
モ
考
慮
ノ
内
ニ
置
カ
ザ
Y

ペ
カ
ラ
ズ
。
而
シ
ア
、
余
ノ
賞
駿
－
一
－
プ
川
、
翌
日
死
己
セ
シ
例
－
一
於
ア
モ
、
阪
－
一
斯
カ
w
y

所
見
ヲ
得
タ

y

d
N

故
－
一
、
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ノ
ン
」
ノ
交
戚
神
経
切
断
血
管
－
一
及
ポ
ス
影
響
毛
、
相
営
早
期
－
一
現
A

Y

、
モ
ノ
ナ
Y

7

知
市
戸
。
斯
ク
ア
、
時
ヲ
経
－
プ
毒
性

－
一
憤
レ
、
非
手
術
側
ニ
ア
慌
張
殆
ド
認
メ
ラ
レ
ザ
Y

ニ
至
レ
バ
、
手
術
側
ニ
ア
モ
亦
、
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
－
一
慣

y
、
ト
共
－
一
、
再
生
或
A

副
交

通
枝
ノ
費
生
ニ
ヨ
リ
ア
、
交
戚
並
－
一
副
交
戚
神
経
共
－
一
侠
復
－
一
近
グ
ク
ガ
故
－
一
、
陸
ノ
横
張
ヲ
起
サ

v
y
－－至

y
o
而
シ
ア
余
ノ
質
験
ヨ
9
ス

ν
バ
、
ヵ
、
川
戸
時
期
A

手
術
後
三
十
日
以
後
－
一
ア

9
0

中
膜
筋
繊
維
ノ
援
化
て
最
初
二
科
度
－
一
シ
ア
、
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ノ
ン
」
特
有
ノ
襲
化
A

殆
ド
認
メ
ラ
レ
ズ
ω

コ
レ
上
越
ノ
如
ク
、
手
術
側
－
一
ア

A

管
膝
ノ
慌
張
度
他
側
－
一
比
シ
造
ニ
・
小
ナ
M
Y

ガ
故
－
一
、
「
ア
ド
レ
ナ

y
シ
」
？
内
膜
間
隙
ヲ
通
ジ
ア
中
膜
－
一
侵
入
ス

Y
事
少
ク
、
従
ツ
ア
直
接
中

毒
ヲ
受
ク

Y
事
軽
キ
ニ
ヨ
U
Y

毛
ノ
ト
信
ズ
。
蓋
hv
、
該
所
見
A

「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
ノ
他
ノ
作
用
－
一
由
時
ノ
ア
A

説
明
困
難
一
一
シ
ア
、
前
編
－
一
ア

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
－
一
悶
Y
血
管
鐙
化
ノ
原
因
ヲ
、
主
ト
ジ
テ
筋
繊
維
ノ
直
接
中
毒
－
一
騎
ジ
タ

Y
所
以
ナ

y
。
然
レ
ド
モ
、
相
時
ヲ
経
ア
該
ノ
肥

大
増
殖
ヲ
見
タ
U
F
A

、
血
一
腿
允
進
ニ
一
割
抗
セ
ン
ト
ス
Y

モ
ノ
－
一
－
7
、
統
ニ
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ノ
ン
」
－
一
習
慣
シ
他
方
一
二
中
膜
ノ
肥
厚
－
一
一
環

y
－7
充
分

コ
ν
ニ
山
首
抗
ジ
得
Y

ニ
至
レ
バ
、
斯
カ

Y
再
生
現
象
モ
亦
中
止
セ
ソ
。

中
膜
ノ
厚
テ
A

、
斯
カ
M
Y

筋
繊
維
核
及
ピ
両
院
嬢
張
ノ
朕
ヲ
併
セ
考
プ
レ
バ
容
易
－
一
了
解
セ
－
7
y
。
郎
チ
、
手
術
側
ニ
於
－
ア
七
最
初
内
陸
A

左
程
撰
大
セ
ズ
筋
繊
維
ノ
援
化
モ
甚
グ
少
キ
ガ
故
三
中
膜
ノ
厚
サ
モ
著
麺
無
ケ
レ
ド
号
、
非
手
術
側
－
一
ア
A

相
営
非
薄
ト
ナ
レ

y
。
然
レ
ド
毛
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四
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第
四
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F司．
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著
w 

寺

四
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波

四
二
〉

日
ヲ
経
u
y

ュ
従
ヒ
ア
、
南
側
共
－
一
核
A

肥
大
増
殖
ジ
、
管
腔
A

奮
態
－
一
復
セ
シ
ガ
故
－
一
、
中
膜
ノ
肥
厚
ヲ
牌
・
来
セ
ジ
モ
必
然
ノ
結
果
ナ
リ
ノ
。

・
次
二
弾
力
繊
維
毛
、
上
記
ノ
管
腔
ノ
形
態
－
一
一
環

2
ア
ヨ
ク
説
明
セ
ラ

y
。
印
チ
、
最
初
非
手
術
側
－
一
ア
A

、
管
腔
ノ
慌
張
ト
共
－
一
仲
展
狭
小

シ
ア
、
居
A

相
接
近
uv
、
吻
合
枝
減
少
セ

Y
ノ
ミ
ナ
ク
ズ
、
所
々
染
着
不
良
ナ
Y

モ
ノ
ア
ク
シ
モ
、
手
術
側
－
一
－
ア
A

麓
化
著
ジ
ク
軽
度
ナ

y
。

而
ジ
ア
、
管
膝
ノ
撰
張
ト
弾
力
繊
維
ノ
獲
化
ト
A

宜
一
説
レ
ガ
一
究
性
ナ
w
y

ャ
、
頴
微
鏡
的
所
見
ノ
ミ
ニ
ア
A

決
定
シ
難
キ
モ
、
「
ァ
ド
レ
ナ

y

ン
」
ガ
血
管
壁
－
一
有
毒
性
－
一
作
用
ス
U
Y

ャ
、
抵
抗
力
ノ
最
モ
薄
弱
ナ
Y
筋
繊
維
先
グ
犯
サ
V

ア
、
血
管
A

牧
縮
性
ヲ
失
ヒ
、
業
結
果
、
平
衝
A

破
壊
モ
フ
レ
ア
管
賂
異
常
ニ
撰
大
シ
、
弾
力
繊
維
A

受
動
的
－
一
伸
展
セ
シ
モ
ノ
ト
考
ア

Y
ヲ
妥
営
ト
ス
。
従
ツ
ア
、
内
経
ノ
小
ナ
Y
手
術
側
－
一

－
ア
弾
力
繊
維
ノ
愛
化
少
キ
A

首
肯
ニ
堪

y
y
所
－
一
シ
ア
、
衣
－
一
、
日
ヲ
経
ア
筋
繊
維
侠
復
ジ
門
血
管
ノ
牧
縮
力
再
生
ス
レ
バ
、
全
ク
破
壊
し
V

査一

サ
レ
ザ
リ
シ
弾
力
繊
維
モ
亦
、
容
易
－
一
一
快
復
シ
ア
漸
究
奮
態
－
一
復
ス
M
F

モ
ノ
ナ
リ
。

向
格
子
賊
繊
維
ノ
謎
化
毛
、
以
上
ノ
中
膜
ノ
詩
麗
化
ヲ
併
セ
考
ブ
レ
バ
容
易
－
一
説
明
セ
ラ
U
F
O

コ
レ
格
子
朕
繊
維
A

弾
力
繊
維
ノ
雨
側
－
一
密

着
シ
、
叉
業
分
枝
A

筋
繊
維
ノ
間
ニ
ア
網
絡
服
組
織
ヲ
作
u
y
d
N

故
ニ
、
筋
繊
維
及
ピ
弾
力
繊
維
ニ
比
シ
ア
抵
抗
大
ナ
レ
ド
モ
、
筋
繊
維
ノ
麓
化
強

ク
ナ
レ
バ
、
途
－
一
A

網
絡
服
組
織
一
一
モ
影
響
ヲ
及
ポ
ス
。
而
シ
ア
、
弾
力
繊
維
一
一
ジ
ア
伸
展
セ
ン
カ
、
格
子
状
繊
維
モ
亦
、
コ
レ
一
二
伴
ヒ
ア
伸

展
ジ
繊
細
ト
ナ
Y

A
勿
論
ナ

y
。
而
シ
ア
、
「
ア
ド
レ
ナ
リ
シ
」
－
一
因
Y
筋
繊
維
及
ピ
蝉
力
繊
維
ノ
鑓
化
三
中
膜
ノ
内
層
ニ
ア
最
モ
強
キ
ガ
故

－
一
、
格
子
状
繊
維
ノ
擾
化
モ
亦
該
部
ニ
ア
最
モ
強
ク
、
而
モ
、
非
手
術
側
ニ
ア
A

高
度
ナ
ゾ
シ
ガ
、
手
術
側
一
一
－
ア
A

此
部
分
－
一
於
ケ

Y
雨
者
ノ

礎
化
甚
ダ
轄
度
ナ
η
ノ
ジ
潟
メ
也、
格
子
状
繊
維
ノ
襲
化
モ
亦
軽
カ

9
キ
。
究
一
一
、
梢
日
ア
経
－
ア
筋
繊
維
ノ
再
生
ヲ
見
Y

－一至
V

バ
、
格
子
賦
繊
維

－
一
於
ア
モ
増
殖
現
A

レ
、
業
度
λ

手
術
側
一
一
－
ア
早
期
－
一
起

y
シ
ガ
故
－
一
強
度
ナ

y
。

外
膜
二
一
於
－
7

A
、
左
右
雨
側
間
一
一
著
ジ
キ
相
違
ヲ
見
ず
リ
キ
。
コ
レ
「
ァ
ド
V

ナ

p
y
」
ガ
主
ト
ジ
ア
中
膜
－
一
作
用
ス

Y

－一由
Y

モ
ノ
ニ
ジ
ア
、

只
最
初
弾
力
繊
維
ノ
仲
展
度
ガ
手
術
側
一
一
一
ア
昨
分
軽
度
ナ
リ
ジ
コ
内
陸
横
張
ガ
他
側
一
一
比
ジ
ア
弱
カ
リ
ノ
シ
ニ
基
悶
ス

Y

モ
ノ
ト
信
ズ
。
細
胞

浸
潤
ガ
手
術
側
一
一
ア
他
側
ヨ
リ
モ
硝
績
回
現
A

レ
タ
Y

A

、
手
術
－
一
因
Y
炎
症
一
一
騎
ス
ペ
キ
モ
ノ
ェ
ァ
、
他
一
一
特
殊
ノ
意
義
ア
リ
ト

A
思
A

レ

ズ
。
コ
A

細
胞
浸
潤
ガ
手
術
後
日
向
ホ
滋
キ
例
一
一
ア
多
ク
、
而
モ
多
核
白
血
球
茸
／
混
ズ

Y

モ
ノ
ア
時
ノ
シ
毛
、
日
ヲ
経
u
y

－
一
従
ツ
ア
轄
ク
且
ッ
小



圏
形
細
胞
ノ
ミ
ト
ナ
レ

Y

ニ
ヨ

y
－
ア
モ
明
ナ

y
。

耳
動
脈
ノ
鐙
化
－
一
就
－
7
0

内
陸
ノ
関
係
－
一
就
ア
コ
総
額
動
脈
－
一
於
ケ

Y
両
側
間
ノ
関
係
ト
同
様
ノ
傾
向
ヲ
示
セ
ド
モ
、
頴
著
ナ
ラ
ズ
。

中
膜
ノ
厚
ナ
ニ
就
’
プ
A

、
更
一
一
手
術
ノ
影
響
不
明
ナ

y
キ
。
而
シ
ァ
、
是
等
A

皆
前
編
－
一
ア
論
ジ
タ
w
y

ト
同
ジ
ク
、
手
術
ノ
影
響
A

遠
ク
末

梢
ニ
山
内
出
及
バ
ザ
M
F

結
果
ト
考

ヘ
ザ
U
F

ペ
カ
ラ
ズ
。
更
ニ
、
組
織
皐
的
検
索
－
一於
ア
、
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ニ
特
有
ナ
Y

毛
ノ
弘
知
ド
認
メ
ラ
レ
ザ

y

シ
毛
、
前
編
一
一
連
ペ
タ

y
「
ア
ド
レ
ナ

y
シ
L
ノ
作
用
λ

、
末
梢
血
管
一
一
獲
化
ア
起
ス
事
少
ジ
ト
ノ
結
論
－
一
由
Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
、
従
向
ノ
ア
雨
側
聞

ニ
モ
差
違
ノ
存
セ
ザ
U

Y

A

寧
ロ
常
然
ナ

y
。

第
二
節

頭
部
交
戚
紳
経
節
献
索
反
ビ
綿
頚
動
脈
外
国
交
戚
紳
経
切
除
後
、

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
し
ヲ
反
復
注
射
セ
・
γ
場
合

本
質
験
ニ
於
－
プ
毛
、
前
節
－
一
－
プ
見
hp
y

如
ク
、
内
勝
A

最
初
南
側
共
－
一
旗
大
セ
ジ
毛
、
其
度
手
術
側
A

椴
側
－
一
比
較
U
J

’
プ
小
ナ

y
。

節
内
陸
一
一
就
－
ア
論
ジ
タ
U
F

ト
同
様
、
手
術
側
ニ
－
プ
A

「
ァ
ド

ν
ナ
リ
シ
」
ノ
牧
縮
作
用
班
、
ク
而
カ
毛
永
一
績
ス

Y
ガ
故
－
一
、
牧
縮
作
用
－
一
衣
デ
「
ア

V
レ
ナ
η
ノ
ン
」
ノ
憤
張
作
用
ノ
起
Y

一
一
際
シ
、
旗
張
度
他
側
ヨ
η
ノ
モ
小
ナ
Y

ニ
悶
U
F
O

而
シ
ア
、
時
ヲ
経
－
プ
「
ア
ド

v
ナ
リ
ノ
ン
」
－
一
習
慣
ス

V

バ、

牧
縮
並
E

慌
張
作
用
共
ニ
減
少
ス
w
y

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
手
術
側
ニ
ア
コ
交
戚
神
経
ノ
再
生
叉
A

副
交
通
枝
脱
税
生
ス

Y
ガ
故
－
一
、
南
側
共
－
一
「
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
L

ニ
同
時
ノ
ア
獲
化
ヲ
来
サ

v
y
－－至
Y

モ
ノ
ト
解
ス
UY

ヲ
得
ペ
シ
。

然
レ
ド
モ
、
本
質
駿
－
一
於
ケ
M
F

左
右
内
筏
ノ
差
ヲ
第
一
節

－一
於
ケ
M
Y

モ
ノ
ト
比
較
ス
レ
バ
、
其
敷
相
常
小
ナ
y
o
A
1
コ
V

ガ
原
因
的
要
約
二

就
－
プ
考
フ
U
F

一
一
先
ダ
チ
、
血
管
ノ
交
戚
紳
鰹
経
路
・ニ
閥
ス

Y
文
献
干
渉
磁
ス

Y

一
一
、
当

Z
一5
｝－
時，
A

犬
ニ
於
ケ

Y
貫
験
ノ
結
果
、
遠
心
性
交
戚

紳
経
繊
維
つ
下
肢
－
一
－
ア
A

大
ナ
Y
血
管
－
一
泊
ヒ
ア
蓮
績
的
一
一
末
梢
－
一
走
Y

毛
ノ
ニ
非
ズ
ジ
ア
、
不
規
則
－
二
部
分
A

大
腿
神
経
ヨ

y
、
大
部

分
A

坐
骨
神
経
ヨ
リ
分
岐
シ
ア
、
断
節
的
－
一
胤
管
－
一
逮
ス
ト
遁
ペ
、

F
Z
1
4
モ
猫
－
一
於
ヶ

Y
賓
験
成
績
－
一
様
叫
ノ
、
脈
管
牧
縮
神
経
A

決
ジ
ア

常
ニ
血
管
－
一
泊
ヒ
ア
末
梢
－
一
到
Y

モ
ノ
ニ
非
ズ
ト
言
ヘ

y
。
更
－
一
人
鶴
一
一
就
－
プ
A

、

F
・5
－ご
2
・
A

、
ト
一
肢
血
管
中
、
鎖
骨
下
動
脈
及
ピ
上
勝
動

脈
ヲ
除
ク
他
ノ
血
管
A

、
交
戚
神
経
叢
ヨ

9
出
デ
脊
髄
耕
一経
ト
並
（
一
一
種
々
ノ
間
隔

ニ
ア
来

v
y
交
戚
紳
経
ノ
支
配
ヲ
受
ク
ト
言
ヒ
、
何
V
A
F
2
A

、
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四
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下
肢
血
管
交
戚
神
経
ハ
大
ナ
Y
血
管
ノ
経
過
三
附
ヒ
ア
走
η
ノ
、
間
隔
的
－
一
コ
レ
ニ
分
布
ス
ト
叙
ペ
タ
ソ
勺
然
レ
ド
モ
、

p
ι
5
2・
二
一
蝶
レ
バ
、
総
司

頚
動
脈
－
一
ア
リ
ノ
ア
A

此
関
係
A

大
ニ
目
黒

y
、
外
膜
内
ヲ
走
Y
交
戚
神
経
A

甚
ダ
稀
－
一
シ
ア
、
血
管
ト
共
－
一
走
Y
大
ナ
Y
神
経
毛
、
時
－
一
血
管
外

国
ヲ
通
過
ス
U
Y

事
ア
レ
ド
毛
、
血
管
自
己
ュ
少
シ
ノ
分
岐
ヲ
モ
輿
ヘ
ズ
ト
云
ァ
。

是
ニ
由

y
－7
、
四
肢
ノ
如
ク
特
殊
ノ
交
戚
神
経
節
朕
索
ヲ
快
ク
部
分
－
て
プ
A

、
混
合
神
経
ヨ

y
断
節
的
ュ
、
血
管
壁
－
一
交
戚
紳
経
細
枝
ヲ
分
布

セ
ジ
ム

Y
号
、
頭
部
－
一
ア
A

脊
髄
紳
経
ヲ
経
ズ
シ
ア
、
直
接
交
成
紳
経
節
蹴
索
ヨ
リ
少
量
ノ
分
枝
ヲ
血
管
壁
－
一
出
ス
ヲ
知

y
。
サ
レ
バ
、
該
節

版
索
ヲ
切
除
ス
レ
バ
、
血
管
－
一
到
Y
交
戚
紳
経
A

殆
ド
完
全
－
一
断
絶
サ
レ
タ

Y

モ
ノ
ニ
シ
ァ
、
夏
－
一
加
ア

Y

－
一
葉
中
極
側
－
一
動
脈
外
国
交
戚
神

経
切
除
ヲ
施
ス
モ
、
交
戚
紳
経
ノ
ミ
ニ
就
ア
考
フ
戸
時
円
、
血
管
一
一
及
ポ
ス
影
響
－
一
大
差
ナ
キ
筈
ナ

9
0
一ヒモ－

E
Q
毛
、
車
－
一
家
兎
ノ
・
頭
部

交
戚
神
経
節
ヲ
切
除
セ

Y
場
合
ト
、
之
一
一
加
フ

Y

ニ
交
戚
神
経
節
賊
索
ノ
一
部
或
A

全
部
ヲ
切
除
セ

Y
場
合
ト
ア
比
較
セ
ン
ニ
、
臨
床
上
－
一
於

ケ
Y
血
管
ノ
慌
張
、
走
行
ノ
蛇
行
肢
及
ピ
其
充
血
量
等
A

全
然
同
一
ナ
リ
ノ
シ
ト
報
告
セ
リ
。
然
レ
ド
モ
、
血
管
自
己
ヨ

9
考
ア
レ
バ
、
其
中
枢

側
一
ア
外
膜
ア
全
部
剥
離
サ
w
F

、
時
二
壁
ノ
抵
抗
A

減
ズ

Y
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
替
養
モ
幾
分
ノ
衰
退
ヲ
来
ジ
、
血
管
A

第
一
節
ノ
場
合
ヨ

y
三師、

ク
瞭
張
ス
ペ
シ
。

内
膜
て
第
一
例
－
一
ア
精
度
－
一
、
第
九
例
－
一
ア
高
度
－
一
、
又
第
三
例
ニ
，
プ
A

内
被
細
胞
A

約
二
層
－
一
肥
厚
セ

Y
ヲ
見
タ
レ
ド
モ
、
第
一
例
A

手
術
後
ノ
生
存
保
ニ

三
日
二
一
過
ギ
ズ
、
叉
第
九
例
ニ
於
ア
A

非
手
術
側
ニ
ア
モ
一
少
部
分
肥
厚
セ
ジ
ガ
故
－
一
、
是
等
ノ
所
見
ア
以
ア
直
チ
ユ
手

術
ノ
影
響
ナ
リ
ノ
ト
断
ズ
M
Y

ア
得
ズ
。

失
ニ
中
膜
ノ
諸
援
化
刀
、
内
院
ノ
大
サ
及
ピ
第
一
節
－
一
記
述
ノ
獲
化
ヲ
併
セ
考
フ
レ
バ
、
容
易
－
一
之
ヲ
説
明
シ
得
可
ジ
。
即
チ
、
第
一
節
ノ

場
合
ヨ
リ
ノ
モ
血
管
A

相
営
強
ク
慌
大
セ
シ
ガ
故
三
其
獲
化
毛
コ
レ
ユ
膳
？
ア
強
キ
ヲ
見
タ

y
。
A
1
コ
レ
ヲ
項
ア
逐
プ
ア
順
次
簡
軍
－
一
過
ペ
ン

ュ
、
中
膜
ノ
厚
サ
A

、
手
術
側
－
一
ア
小
ナ

y
。
而
シ
ア
宜
（
，h
タ
Y
ヤ
僅
小
ナ
U
F

ガ
故
－
一
、
敢
－
プ
説
明
ヲ
要
セ
ザ
Y

毛
、
強
ヒ
ア
論
ズ
v

j

、
中

橿
側
二
於
ケ

Y
外
膜
切
除
－
一
基
図
ス

Y
伸
展
又
A

間
接
／
替
養
障
碍
等
－
一
蹄
ス
ペ
キ
ナ
リ
ノ
。
筋
繊
維
勺
第
一
節
－
一
於
－
ア
A

最
初
殆
ド
獲
化
無

カ

y
シ
ュ
、
本
質
験
－
一
－
7
A
南
側
共
殆
ド
同
様
同
程
度
－
一
一
愛
化
シ
、
頼
粒
版
崩
壊
及
ピ
消
失
等
ア
レ
ド
モ
、
後
－
二
却
－
Y
肥
大

核
ノ
膨
大
、



ジ
且
新
生
シ
ア
欝
態
－
一
近
ヅ
ケ
リ
ノ
。
弾
力
繊
維
モ
亦
、
雨
側
共
殆
ド
同
様
ノ
獲
化
ヲ
呈
シ
、
始
メ
A

伸
展
シ
ア
狭
細
ト
ナ
リ
ノ
、
吻
合
枝
減
少
シ
、

甚
シ
キ
部
分
－
一
－
プ
A

染
着
不
良
ニ
シ
ア
配
列
不
規
則
ナ

V
V
毛
、
後
－
一
至
レ
バ
、
漸
・
究
他
側
ト
同
ジ
ク
健
常
－
一
復
セ
リ
ノ
。
叉
格
子
朕
繊
維
モ
他

側
ト
同
タ
ク
、
最
初
？
内
屠
－
一
ア
網
絡
扶
組
織
減
少
ス
レ

γ
モ
、
漸
・
次
快
復
シ
来
Y

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
先
ゾ
外
層
－
て
プ
増
殖
ヲ
来
ジ
、
後
内
層
－
戸

及
ペ
リ
ノ
。

外
膜
一
一
於
ヶ

Y
弾
力
繊
．
維
A

、
最
初
伸
展
シ
ア
繊
細
ト
ナ
リ
ノ
、
吻
合
枝
モ
減
少
シ
タ
レ
ド
号
、
他
側
－
一
比
シ
－
プ
大
差
ナ
ク
、
従
ツ
ア
手
術
ノ

影
響
A

殆
ド
認
メ
ラ
レ
ズ
。
叉
第
一
節
ノ
場
合
ト
ノ
間
二
モ
著
ジ
キ
相
違
ナ
ジ
。
自
家
血
管
内
膜
ノ
肥
厚
セ
U
F

モ
ノ
A

一
例
主
将
セ
ズ
、
雨
側

ニ
於
ア
最
初
内
弾
力
板
伸
展
シ
・
ア
細
キ
ヲ
見
タ

レ
ド
モ

J
v
又
南
側
ノ
間
ニ
著
明
ノ
相
違
タ
認
ム
w
y

能
A

ザ
η
ノ
キ
。
而
ジ
ア
、
是
等
A

線
，
ァ
、

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ノ
血
管
－
一
及
ポ
ス
影
響
ガ
、
主
ト
シ
ア
中
膜
－
一
存
ス

Y

ニ
由
Y

モ
ノ
ト
解
セ
ザ
Y
ペ
カ
ラ
ズ
。

更
ュ
、
耳
動
脈
ノ
獲
化
－
一
就
テ
観
Y

－
一
、
南
側
共
－
一
樹
蹟
大
セ
M
Y

毛
左
右
ノ
差
ハ
大
ナ
ラ
ズ
、
中
膜
ノ
厚
サ
毛
同
様
ノ
関
係
－
一
ア
リ
ア
、

手
術
ノ
影
響
ノ
存
セ
ザ
Y
ヲ
知
y
u

又
組
織
的
鐙
化
－
一
就
ア
観
Y

－
一
、
第
九
例
－
一
一
於
－
7

A
内
膜
肥
厚
ス
レ
ド
モ
、
非
手
術
側
－
一
於
ア
毛
一
然
Y
ノ

ミ
ナ
ラ
ズ
、
其
他
ノ
例
ニ
於
－
ア
A

其
兆
候
ス
ラ
見
Y

ヲ
得
ザ

y
シ
ガ
故
－
一
、
コ
レ
ヲ
直
チ
ユ
手
術
ノ
影
響
－
一
蹄

z
y
ヲ
得
ズ
。
此
外
耳
動
脈
－
一

e

プ
A

、
約
竿
敷
例
－
一
一
於
－
プ
外
膜
揮
力
繊
維
伸
展
セ
シ
ガ
、
両
側
間
ニ
相
違
ヲ
認
メ
ザ
9
シ
A

、
「
ァ
ド
レ
ナ

y
ン
」
ノ
作
用
ガ
主
ト
シ

4

プ
中
膜
－
一

作
用
ス
M
F

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
交
戚
紳
経
系
統
手
術
ノ
影
響
ト
同
ジ
ク
、
末
梢
－
一
迄
及
ピ
難
キ
ニ
由
u
y

モ
ノ
ト
信
ズ
。

最
後
一
一
、
本
編
－
一
通
ペ
タ
U
F

貰
験
成
績
ト
動
脈
癌
ノ
成
凶
ト
ノ
関
係
－
一
就
ア
ゴ
一一
一
ロ
セ
ン
。
｝
戸
。

t
z
z
q
A
、
既
二
一
八
五
五
年
動
脈
癌

ノ
第
一
原
閃
ト
ジ
ア
、
打
撲
等
振
動
性
ノ
機
械
的
影
響
ニ
悶
Y
血
管
運
動
神
経
ノ
麻
庫
ヲ
遁
ぺ
、
又
一
八
八
三
年
－
一
『

E
M
E－－－
2
〈
て
賓
験
的

ユ
犬
ノ
坐
骨
紳
粧
ヲ
刺
戟
シ
ア
生
ジ
b

F

Y

血
管
鐙
化
ガ
、
動
脈
癌
様
憤
張
ヲ
来
セ
w
y

血
管
－
一
於
ケ
グ
援
化
ト
均
一
ナ
リ
シ
ヲ
見
ア
、
動
脈
癌
ノ

中
二
A

、
コ
レ
ユ
相
常
ス

Y
神
経
装
置
ノ
鍾
化
－
一
様

yeプ
説
明
ジ
得
U
F

毛
ノ
ア
咋
ノ
ト
言
ヒ
、
余
モ
亦
嚢
ニ
、
動
脈
溜
壁
或
A

縁
ノ
外
膜
－
一
一
於
ケ

Y

鍾
化
ノ
組
織
皐
的
検
索
ノ
際
、
紳
鰹
節
細
胞
ノ
退
行
性
持
鋭
化
及
ピ
其
他
ノ
神
経
襲
化
ヲ
認
メ
ア
、
神
経
性
ノ
原
因
要
約
ガ
亦
動
脈
癖
形
成
－
一
一
割

ジ
ア
輿
ツ
ア
カ
ア
U
F

事
ノ
可
能
ヲ
論
ジ
夕
日
ノ
。
向
、
余

A動
服
溜
壁
又

A附
近
血
管
ノ
性
状
ヨ
リ
、
動
脈
癌
ヲ
有
ス
M
Y

血
管
局
型
化
－
一

A大
要
二

内

第
四
忠
告

r、
康

箸
』d

宅E

E』1
:n. 

（
借
用
官
官
波

四
況
）



信
用
問
倉

P「

原

き

寺

四
六

（
第
奇
抜

四
六
）

内

種
ア
U
F

ヲ
認
メ
タ

y
。
郎
チ
一
三
動
脈
硬
猿
痕
ト
コ
レ
－
二
績
接
セ

Y
中
膜
内
層
ノ
退
行
性
愛
化
－
一
シ
ァ
、
他
ノ
一

A

、
梅
毒
性
中
膜
炎
ト
、

2

V

ニ
績
礎
セ
グ
内
膜
ノ
退
行
性
擾
化
ヲ
種
々
ノ
程
度
－
一
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ナ
Y
ガ
故
三
何
レ
モ
本
編
－
一
テ
検
索
セ

Y
血
管
ノ
援
化
ト
A

葉
趣

ヲ
異
一
一
セ
リ
ノ
。
然

p
ト
雄
毛
、
手
術
側
ニ
－
ア
モ
初
期
－
一
中
膜
ノ
聴
度
ノ
壊
死
ヲ
認
メ
タ
グ
ガ
故
－
一
、
多
少
血
管
壁
抵
抗
ノ
減
弱
ヲ
来
セ

Y
事
A

疑
フ
ペ
カ
ラ
ズ
。

更
ニ
、
動
脈
癌
ノ
成
因
ト
シ
ア
従
来
重
要
減
セ
ラ
y
、
A

血
腫
ノ
増
進
－
一
シ
ア
、
余
モ
亦
動
脈
溜
ノ
病
理
準
的
観
察
ア
ナ
ジ
タ

Y
際
、
心
臓

ノ
肥
大
殊
－
一
左
室
ノ
ソ
レ
ヲ
認
メ
タ
リ
。
而
ジ
ア
、
本
質
験
－
一
ア
叩
こ
プ
モ
第
四
表
及
ピ
第
五
表
ニ
ア
明
ナ

Y
如
ク
、
心
臓
左
室
ノ
肥
大
ア

y
y
、

E
E
P
c
m三，
24
ノ
ミ
テ
ラ
ズ
（
X
Z
モ
、
「
ァ
ド
レ
ナ
リ
ノ
ン
」
注
射
動
物
－
一
一
於
ケ

Y
高
度
ノ
心
臓
肥
大
ヲ
、
該
臓
器
ノ
重
量
一
一
ヨ

y
－
ア
認
メ
夕

刊
ノ
。
コ
レ
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
注
射
ノ
結
果
惹
起
セ
ラ
レ
タ
Y
末
梢
血
管
ノ
一
過
性
ノ
牧
縮
ニ
由
Y
血
煙
増
進
、
及
ピ
血
管
弾
力
性
ノ
減
少
ニ

基
悶
ス
戸
血
行
障
碍
ヲ
、
調
節
セ
ン
ト
ジ
ア
起
レ

Y

モ
ノ
ニ
ジ
ア
、
コ
レ
ニ
一
環

2
7
一
時
性
ナ
η
ノ
ト
言
へ
血
煙
ノ
増
進
セ

Y
事
モ
疑
ア
ペ
カ
ラ

ズ
。
第
二
節
第
九
競
動
物
－
一
ア
、
剥
離
性
動
脈
癌
ヲ
見
タ
Y
ガ
如
キ
ミ
コ
レ
ヲ
如
質
－
一
物
語
U
F

モ
ノ
ト
信
ズ
。

斯
ク
観
察
シ
来
レ
バ
、
本
貫
駿
－
一
一
於
ア
ミ
動
脈
癌
ノ
成
因
ト
シ
ア
重
要
ナ
Y
僚
件
A

或
程
度
迄
具
有
セ
－
プ
レ
タ

Y

－
一
拘
－
フ
ズ
、
手
術
側
ノ
血

管
A

他
側
一
一
比
ジ
－
ア
瞭
張
度
小
ナ
Y

ヲ
見
タ

9
0
而
シ
ア
、
是
ガ
理
由
A

、
血
魅
尤
進
ノ
一
過
性
ナ
y
事
、
及
ピ
血
管
紳
鰹
ノ
切
除
セ
一
プ
レ
タ

y
血
管
－
一
封
ス

y
「
ア
仲
「
レ
ナ
η
ノ
ン
」
ノ
特
殊
作
用
等
｝
一
師
ス
ぺ
キ
壬
、
余
A

貫
験
部
位
J

性
質
如
何
一
一
4

四
表
及
ピ
第
五
表
－
一
－
ア
明
ナ

y
如
ク
、
大
動
服
－
一
－
ア
A

種
々
ノ
程
度
ノ
内
膜
肥
厚
ヲ
認
メ
タ
ν
F

ノ
ミ
ナ
－
ブ
ズ
、
弓
部
－
一
－
7

A

二
三
動
脈
溜
服
－
一

膨
隆
セ

Y

モ
ノ
ア

y
、
真
－
一
、
人
二
一
於
－
プ
モ
動
脈
癌
ノ
好
接
部
位
A

大
動
脈
弓
部
ニ
ジ
ア
、
三
己
立
ノ
五
十
八
例
中
五
十
二
例
迄
A

胸
部
大

動
脈
ニ
ア
η
ノ
、
余
ノ
報
告
－
一
ア
モ
四
十
四
例
中
全
数
ノ
三
七
・
六
%

A

弓
部
二
存
シ
、
衣
A

上
行
部
－
一
シ
－
7

腹
部
－
一
ア
A

僅
カ
ニ
八
・
六
Mm
ナ

レ
バ
ナ

y
。
サ
レ
バ
、
動
物
質
験
－
一
於
－
ア
モ
、
若
シ
大
動
脈
ノ
該
部
－
一
本
貫
駿
ノ
如
キ
手
術
ヲ
加
へ
ン
ヵ
、
夏
－
一
興
味
ア

Y
結
果
ヲ
得
Y
ナ
ラ

ン
ト
信
ズ
。

第
四
章

車吉

論



一
、
家
兎
頭
部
交
戚
紳
経
節
拭
索
切
除
後
、
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
L
ヲ
反
復
注
射
ス
レ
バ
、
手
術
側
線
頚
動
脈
A

他
側
ニ
比
ジ
、
焼
張
甚
グ
小
ナ

レ
ド
モ
、
中
膜
ノ
嘩
サ
A

大
ナ
MF
モ
ノ
多
ク
、
時
ヲ
経
UF
ト
共
－
一
盆
肥
厚
ス
。
而
ジ
ア
組
織
撃
的
検
査
ノ
結
果
、
内
膜
－
一
A

著
綾
ナ
ク
、
中
膜

ニ
於
－
プ
A

、
先
グ
筋
繊
維
ニ
オ
ケ

Y
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
L
特
有
ノ
愛
化
起
レ
ド
モ
、
甚
ダ
樫
度
－
一
シ
ア
、
暫
時
ノ
後
他
側
ト
同
様
核
ノ
肥
大
増
殖

ヲ
促
シ
、
終
－
一
A

全
ク
復
筒
ス
。
弾
力
繊
維
及
ピ
格
子
朕
繊
維
毛
、
共
－
一
他
側
－
一
比
シ
ア
獲
化
粧
度
－
一
－
7
、
前
者
A

初
期
－
一
稿
伸
展
ジ
、
後
者

毛
内
層
－
一
－
ア
吻
合
枝
減
少
ス

Y
ノ
ミ
ニ
ジ
ア
、
時
ヲ
鰹
レ
バ
前
者
A

全
ク
健
態
－
一
復
シ
、
後
者
モ
他
側
ヨ
リ
蓮
－
一
侠
復
ス

MF
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其

増
殖
月
早
期
ニ
現
レ

夕
刊
ノ
。
外
膜
－
一
4

7

A

、
弾
カ
繊
維
A

最
初
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g
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ist 

<
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d
er In

tim
a k

ein
e 

11e1111ensw
erte 

V
er:in

d
eru

n
g

 
zu 

hem
erken, 

an
 

d
er 

:\Iedia ab
er 

ist 
an

 
d

en
 

K
ern

en
 

d
er 

M
uskelfasern 

die 
typische 

A
d

rcn
alin

v
erän
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n

g
 

d
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en
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em
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er an

d
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p
h

ie 
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er K
ern

e auf, u
n

d
 schlieszlich 
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R
ü
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u

n
g

 
zum

 
ursprünglichen 

Z
ustand. 

D
ie elastischen 

F
asern

 
und 
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G
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V
erg

leich
 zu 

d
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d
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 S
eite geringfügige V

erän
d

eru
n

g
en

, 
w
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fän
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ed
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n

t 
w
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und 
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n
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n

d
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f d
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d
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r
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